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【
堀
井
一
記
者
＝
日
暮
里
１

分
会
】
日
暮
里
２
分
会
は
、
日

ご
ろ
か
ら
の
組
合
内
事
業
所
へ

の
声
掛
け
が
成
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

電
話
で
の
対
話
や
群
会
議
で

の
呼
び
か
け
、
こ
ま
め
な
ア
ン

ケ
ー
ト
訪
問
も
拡
大
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

達
成
を
喜
ぶ
分
会
の
み
な

さ
ん
。
上
か
ら
南
千
住
、

東
尾
久
１
、
日
暮
里
２
、

町
屋
北
分
会

73人の仲間を拡大 超過達成
東尾久1分会など6分会が達成 青年部・荒友会も

春の組織

拡大月間

【
小
川
隆
志
通
信
員
＝
南
千

住
分
会
】
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑

張
ろ
う
と
臨
ん
だ
春
の
拡
大
行

動
は
、
数
々
の
フ
ロ
ッ
ク
に
恵

ま
れ
、
15
人
の
超
過
達
成
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
組
合
内
事
業
所
か
ら

の
加
入
、
元
組
合
員
の
再
加

入
、
外
注
の
法
人
化
に
よ
る
大

量
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
回
フ
ロ
ッ
ク
に

恵
ま
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
連
日
頑
張
っ
て
い
る

チ
ラ
シ
配
り
、
新
規
事
業
所
開

拓
に
よ
る
成
果
拡
大
が
必
要
で

す
。
達
成
に
驕
る
こ
と
な
く
、

秋
の
拡
大
に
向
け
て
地
道
な
活

動
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

【
小
熊
賢
一
通
信
員
＝
東
尾

久
１
分
会
】
昨
年
秋
と
連
続
達

成
と
な
り
ま
し
た
。
分
会
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

新
し
い
仲
間
の
内
訳
は
、
分

会
内
事
業
所
２
人
、
事
業
所
の

繋
が
り
１
人
、
仲
間
の
繋
が
り

３
人
、
以
前
に
組
合
加
入
し
て

い
た
１
人
。
目
標
５
人
の
と
こ

ろ
７
人
の
成
果
と
な
り
、
バ
ラ

ン
ス
の
い
い
拡
大
に
な
り
ま
し

た
。役

員
不
足
な
ど
課
題
も
残

り
ま
す
が
、
今
後
も
み
ん
な
で

協
力
し
て
分
会
を
盛
り
上
げ
て

【
船
橋
賢
一
＝
書
記
局
】
町

屋
北
分
会
は
支
部
大
会
後
、
新

分
会
長
を
迎
え
て
の
初
の
月
間

と
な
り
ま
し
た
。

若
手
子
育
て
世
代
に
も
積
極

的
に
声
掛
け
を
行
い
、
対
話
訪

問
の
中
で

暮
ら
し
向

き
や
仕
事

の
状
況
の

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
取
り
も
行
い
ま
し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
登

録
に
関
わ
っ
て
加
入
し
た
事
業

所
の
仲
間
も
い
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
つ
な

が
り
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
工
夫
を
し
な
が
ら
新
し

い
仲
間
と
の
つ
な
が
り
は
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
分

会
長
は
語
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
対
話
を
果
敢
に

荒
川
支
部
は
５
月
末
ま
で
仲
間
を
増
や
す
「
春
の
拡
大
月
間
」

を
取
り
組
み
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
緊

急
事
態
宣
言
と
い
う
厳
し
い
状
況
下
、
訪
問
対
話
や
電
話
拡
大
な

ど
を
果
敢
に
行
い
、
子
育
て
世
代
や
事
業
所
な
ど
の
つ
な
が
り
か

ら
未
組
織
の
対
象
者
を
掘
り
起
こ
し
、
加
入
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

結
果
、
支
部
目
標
70
人
を
上
回
り
、
73
人
の
新
し
い
仲
間
を
組
合

に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
東
尾
久
１
、
町
屋
北
、
日
暮
里
１
、
日
暮

里
２
、
南
千
住
、
事
業
所
の
６
分
会
、
青
年
部
、
荒
友
会
が
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。

２
面
に
関
連
記
事

南千住分会

再
加
入
者
も
含
め
て

超
過
達
成
を
果
た
す

バランスよく
できた拡大

東尾久１分会

町屋北分会

若
手
に
も
声
掛
け

仕
事
の
状
況
聞
き
取
る

日頃の声掛けが
成果に

日暮里２分会
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建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら

「
あ
ら
ゆ
る
工
事
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
完
全
実
施
」
に
向
け
て
、
行

政
・
建
設
業
界
が
一
体
と
な
っ

て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

元
請
・
下
請
・
一
人
親
方
・

技
能
者
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
へ
登
録

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

( 2 )２０２１年６月１０日 第６３２号

《
西
尾
久
分
会
》

武
澤

紀
子

中
村

遥
輝

平
田

忍

笠
松

瞳

山
井

龍
義

角
田

涼
太
朗

《
東
尾
久
１
分

会
》

大
須
賀

良
朗

立
木

ア
ツ
子

前
川

正

渡
邉

翔
伍

中
野
西

章
司

土
門

剛

猪
又

一
樹

平
澤

利
勉

《
町
屋
南
分
会
》

伊
東

充

中
西

雅

武
川

隆
一

神
好

秀
一

《
日
暮
里
１
分
会
》

篠
山

海

吉
田

光
成

吉
田

寿
美

菊
池

裕
樹

新
井

健
介

伊
林

佑
真

《
日
暮
里
２
分
会
》

齋
藤

高
義

呉
屋

友
崇

藤
崎

勝
幸

土
井

次
郎

て
、
登
録
手
続
き
を
し
ま
し

た
。「

周
り
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
か
ら
ま
だ
良
い
よ
と
い
う
人

も
多
い
。
職
人
は
面
倒
く
さ
い

こ
と
が
嫌
い
で
す
か
ら
。

で
も
、
組
合
に
相
談
し
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
登
録
で
き
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
率

直
な
と
こ
ろ
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

「
数
人
抱
え
て
い
る
外
注
も

登
録
し
た
い
と
話
し
て
い
ま

す
。
ま
た
組
合
に
お
願
い
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま

し
た
。

文
・
写
真

船
橋
賢
一
＝
書

記
局

西
尾
久
分
会
の
森
尚
人
さ
ん

（
軽
天
ボ
ー
ド
、
個
人
事
業

主
、
38
歳
）
は
、
５
月
に
支
部

を
通
し
て
事
業
者
登
録
を
し
ま

し
た
。
従
業
員
２
人
の
う
ち
１

人
も
技
能
者
登
録
を
し
ま
し

事業所分会日暮里１分会 【
八
木
橋
郁
子
通
信
員
＝
事

業
所
分
会
】
事
業
所
分
会
は
組

合
内
事
業
所
か
ら
の
新
規
加
入

を
中
心
に
拡
大
し
達
成
し
ま
し

た
。月

間
中
は
自
転
車
で
荒
川
区

内
、
ま
た
、
車
で
区
外
の
事
業

所
を
訪
問
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

仲
間
の
状
況
を
聞
き
取
り
ま
し

【
堀
井
一
記
者
＝
日
暮
里
１

分
会
】
春
の
拡
大
は
最
終
盤
達

成
し
ま
し
た
。
仏
法
折
伏
に
不

惜
身
命
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
日
暮
里
1
分
会
に
も
、

苔
の
一
念
岩
を
も
通
し
、
老
木

ム
チ
を
う
ち
岩
を
も
跳
ね
返
す

力
が
あ
り
ま
す
。

小
谷
野
分
会
長
は
、
「
今
期

春
の
拡
大
は
、
自
分
に
と
っ
て

初
め
て
の
分
会
長
と
し
て
の
拡

た
。拡

大
月
間
の
時
だ
け
訪
問
を

す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
仲
間

の
状
況
を
聞
き
取
り
、
組
合
の

運
動
の
成
果
を
返
し
て
い
く
日

常
的
な
訪
問
も
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

達
成
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。

大
で
あ
っ
た
の
で
、
大
変
な
重

圧
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
暮
里
１
分
会
は

一
丸
と
な
り
、
他
の
役
員
の
方

た
ち
の
奮
闘
の
お
か
げ
で
何
と

か
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

日
暮
里
１
分
会
は
、
埼
玉
土

建
か
ら
の
異
動
者
や
組
合
内
事

業
所
か
ら
の
加
入
等
で
超
過
達

成
を
し
ま
し
た
。

た
。も

と
も
と
森
さ
ん
は
町
場
の

仕
事
が
多
く
、
「
自
分
に
は
関

係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
取
引
先
の
上
記
企
業
か
ら

強
く
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

春

の

拡

大

月

間

、

本

当

に

お

疲

れ

様

で

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

の

中

、

組

合

員

訪

問

が

な

か

な

か

厳

し

い

下

で

の

昼

間

・

夜

間

行

動

、

ま

た

電

話

掛

け

等

を

取

り

組

み

、

コ

ロ

ナ

禍

で

大

変

な

組

合

員

に

、

持

続

化

給

付

金

、

一

時

支

援

金

を

案

内

し

、

相

談

と

聞

き

取

り

を

行

い

ま

し

た

。

ま

た

、

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

登

録

を

話

題

に

対

話

を

し

て

、

未

加

入

者

の

掘

り

起

こ

し

を

積

極

的

に

行

な

い

、

拡

大

に

繋

げ

ま

し

た

。大

橋

後

継

者

対

策

部

長

は

、

毎

回

拡

大

に

は

各

分

会

に

出

向

き

、

組

合

員

と

一

緒

に

行

動

し

て

奮

闘

し

ま

し

た

。

結

果

、

６

分

会

が

目

標

を

達

成

し

ま

し

た

。

青

年

部

と

荒

友

会

も

達

成

し

て

い

ま

す

。

組

合

員

が

拡

大

セ

ン

タ

ー

に

集

ま

る

の

が

困

難

な

月

間

で

し

た

が

、

地

道

な

行

動

に

よ

り

、

支

部

目

標

70

人

対

し

73

人

の

超

過

達

成

を

成

し

遂

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

組

合

員

・

家

族

の

み

な

さ

ん

、

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

２

０

２

１

年

６

月

１

日

組

織

部

長

増

山

國

吉

コロナ禍の厳しい中

達成できたことに感謝申し上げます

春
の
月
間

新
加
入
の
方
々

達
成
し
た
事
業
所
分
会

（
上
）
と
日
暮
里
１
分
会

《
東
尾
久
２
分
会
》

大
塚

重
善

吉
澤

新
治

荒
木

亮
佑

岡
田

光
宏

加
藤

裕
一

《
荒
川
分
会
》

西
村

潤

小
松
﨑

直
人

中
村

聡

《
町
屋
北
分
会
》

相
樂

健
太

相
樂

夏
希

小
川

聖
史

ハ
ー
ド
ル
高
い
が
必
要

森
尚
人
さ
ん
・
西
尾
久
分
会

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

登
録
者
の
声

ＣＣＵＳ

「先ずは自分が先陣を切って

登録しました」と話す森さん

《
南
千
住
分
会
》

伊
奈

善
大

山
崎

和
美

角
田

政
則

谷
藤

麿

清
水

勇

坂
本

千
夏

黒
川

保
久

佐
藤

孝
治

古
堅

進

鴨
嵜

裕
二

山
原

健
一

首
藤

龍
二

桃
原

哲
也

荒
川

晋

山
崎

絋
吉

《
事
業
所
分
会
》

安
彦

堪
太

兒
玉

聖

二
本
栁

歩
来

鍋
谷

真
美

藤
原

瑞
希

大
野

誉
麿

石
川

直
輝

鳥
取

剛

小
林

良
紀

《
直
属
》

菊
池

賢
太
朗

臼
杵

裕
子

福
島

夕
登

山
下

宙

❖健診結果の提供にご協力を❖
東京土建国保の受診券を使わずに、勤め先等で健

診を受けた場合でも、健診結果を受診率に反映させる

ための取り組みを行っています。国保組合に加入する

40歳以上の組合員と家族で特定健診の必須項目を受診

している方は、健診結果を提出して下さい。国保組合

からクオカード（1,000円）を進呈します。

組織部長 増山國吉

分
会
が
一
丸

重
圧
跳
ね
返
す

区
外
ま
で
訪
問

状
況
聞
き
取
る
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【
澤
元
達
雄
通
信
員
＝
町
屋

南
分
会
】
５
月
18
日
、
参
議
院

議
員
会
館
・
講
堂
で
開
か
れ
た

「
最
高
裁
判
決
院
内
報
告
集

会
」
で
は
、
44
人
の
国
会
議
員

（
秘
書
60
人
）
が
参
加
し
、
補

償
基
金
に
踏
み
込
ん
だ
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。
最
高
裁
判
決
結

果
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

補
償
基
金
創
設
へ
向
け
た
意
思

統
一
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
未
賛
同
議
員
が
そ
の

場
で
賛
同
署
名
を
持
参
し
て
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

田
井
神
奈
川
訴
訟
弁
護
団
事

務
局
長
、
東
京
訴
訟
佃
弁
護
団

事
務
局
長
、
京
都
訴
訟
村
山
弁

護
団
長
、
大
阪
訴
訟
村
松
弁
護

団
長
か
ら
最
高
裁
判
決
、
小
野

寺
東
京
弁
護
団
長
か
ら
首
相
官

邸
で
の
面
談
（
謝
罪
）
と
全
国

統
一
和
解
案
の
報
告
が
あ
り
、

参
加
し
た
１
７
４
人
（
東
京
土

建
61
人
）
の
仲
間
で
確
認
し
ま

し
た
。

多
く
の
国
会
議
員
が
参
加
し

た
こ
と
は
、
最
高
裁
判
決
が
言

い
渡
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
裁
判
期
日
の
度
に
、
多
く

の
仲
間
が
13
年
か
け
て
議
員
へ

要
請
行
動
を
行
っ
て
き
た
成
果

で
す
。

( 3 ) ２０２１年６月１０日 第６３２号

建
設
従
事
者
が
建
材
を
加
工

す
る
際
、
含
ま
れ
て
い
た
ア
ス

ベ
ス
ト
が
飛
散
し
、
多
く
の
人

が
吸
い
込
ん
だ
可
能
性
が
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト

の
輸
入
量
は
高
度
経
済
成
長
期

以
降
急
増
し
１
９
７
４
年
に
は

35
万
ト
ン
以
上
に
。
国
際
労
働

機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
86
年
に
使

用
を
禁
止
す
る
「
石
綿
条
約
」

を
採
択
し
ま
す
が
、
日
本
は
そ

の
後
も
輸
入
を
続
け
ま
し
た
。

い
て
、
最
高
裁
は
建
材
メ
ー
カ

ー
と
と
も
に
、
明
確
に
認
め
ま

で
す
。
判
決
で
は
「
労
働
者
に

該
当
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
踏
み

込
み
ま
し
た
。

こ
の
判
決
を
受
け
て
、
国

は
原
告
と
被
害
者
救
済
に
向

け
た
「
基
本
合
意
書
」
を
結

び
、
調
印
し
ま
し
た
。
裁
判

を
起
こ
さ
な
く
て
も
行
政
が

被
害
を
認
定
し
、
給
付
金
が

支
払
わ
れ
る
制
度
の
創
設
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
原

告
が
最
初
か
ら
望
ん
で
き
た
も

「
長
い
闘
い
だ
っ
た
」
と
話

す
宮
島
和
男
原
告
団
長

し
た
。
弁
護
団
は
「
ほ
ぼ
勝

利
」
と
話
し
ま
す
。

の
で
、
最
高
裁
で
勝
訴
し
、
制

度
創
設
ま
で
一
気
に
実
現
さ
せ

ま
し
た
。

一
方
、
判
決
は
救
済
を
認
め

た
高
裁
判
決
を
覆
し
て
、
屋
根

工
な
ど
屋
外
作
業
者
を
対
象
か

ら
除
外
し
ま
し
た
。
屋
外
と
は

い
え
顔
を
近
づ
け
て
作
業
す
る

た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込

む
危
険
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
基
本
合
意
書
」
は
最
高
裁
判

決
を
救
済
対
象
の
前
提
と
し
て

い
る
た
め
に
、
給
付
金
制
度
の

対
象
か
ら
も
除
外
さ
れ
ま
す
。

制
度
創
設
は
大
き
な
前
進
で
す

が
、
建
材
メ
ー
カ
ー
が
制
度
へ

の
出
資
を
拒
み
続
け
る
な
ど
、

課
題
も
残
り
ま
す
。

被
災
し
た
原
告
の
７
割
が
亡

く
な
る
中
、
「
仲
間
が
認
め
ら

れ
な
い
の
は
悔
し
い
」
「
全
面

長
年
の
闘
い
が
国
を
動
か

し
ま
し
た
。
建
設
現
場
で
ア

ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
を
吸
い

込
み
、
肺
が
ん
や
激
し
い
呼

吸
困
難
を
引
き
起
こ
す
病
気

に
な
っ
た
建
設
従
事
者
や
遺

族
が
、
国
や
建
材
メ
ー
カ
ー

を
相
手
に
集
団
訴
訟
を
起
こ

し
て
か
ら
13
年
。
最
高
裁
は

５
月
17
日
、
原
告
の
訴
え
を

大
筋
で
認
め
ま
し
た
。

最
高
裁
判
決
を
受
け
て
国

は
、
原
告
と
「
給
付
金
制
度

（
仮
）
」
を
作
る
「
基
本
合

意
書
」
に
調
印
。
被
害
者
救

済
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出

し
ま
す
。
一
方
で
、
屋
外
作

業
者
を
対
象
か
ら
外
す
な

ど
、
課
題
も
残
さ
れ
ま
し

た
。

最
高
裁
、
初
の
判
断

「
一
人
親
方
」
も
救
済
対
象
に

国
と
建
材
企
業
の
賠
償
責
任
を
認
め
る
判
決
を

知
ら
せ
る
原
告
弁
護
団
＝
５
月
17
日
、
最
高
裁
前

88
年
に
は
「
第
２
の
ピ
ー
ク
」

（
32
万
ト
ン
）
を
迎
え
、
製
造

・
使
用
を
全
面
禁
止
す
る
06
年

ま
で
続
き
ま
し
た
。

国
は
75
年
に
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
へ
の
一
定
の
規
制
を
始
め
ま

す
。
し
か
し
、
危
険
性
を
知
り

な
が
ら
建
設
従
事
者
に
周
知
徹

底
し
て
こ
な
か
っ
た
責
任
に
つ

個
人
事
業
主
や
、
労
働
者
と

み
な
さ
れ
な
い
一
人
親
方
も
救

済
対
象
に
含
め
た
の
は
画
期
的

補
償
基
金
創
設
へ

国
・
原
告

和
解
基
準
に
合
意

【
菊
池
賢
太
朗
通
信

員
＝
書
記
局
】
初
め
ま

し
て
。
こ
の
度
、
荒
川

支
部
に
入
局
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
、
菊
池
賢
太

朗
と
申
し
ま
す
。
趣
味

は
筋
ト
レ
と
お
酒
で
、

休
み
の
日
は
銭
湯
巡
り

や
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
し

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
入

社
し
、
青
果
部
門
で
販

売
員
と
し
て
働
き
、
そ

の
後
歯
科
医
院
で
管
理

栄
養
士
と
し
て
、
直
近

で
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会

社
で
商
品
管
理
の
業
務

等
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
給
与
の

未
払
い
や
過
剰
な
時
間

外
労
働
を
身
を
以
て
経

験
し
、
ま
た
労
災
が
認

め
ら
れ
ず
に
苦
し
む
同

僚
の
姿
を
自
分
の
目
で

見
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
苦
い
経

験
を
通
し
て
、
同
じ
よ

う
に
苦
し
む
労
働
者
の

方
や
複
雑
な
法
律
・
保

険
の
仕
組
み
に
苦
し
む

経
営
者
の
方
が
少
し
で

も
働
き
や
す
く
な
る
よ

う
お
手
伝
い
が
し
た
い

と
考
え
、
こ
の
度
入
局

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新人書記の菊池です
解
決
ま
で
が
ん
ば
る
」
と
語
る

原
告
。
全
て
の
被
害
者
が
救
済

さ
れ
る
制
度
に
向
け
て
、
さ
ら

な
る
運
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

建設アスベスト訴訟 国･建材企業に責任
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お れ た ち

【
井
澤
力
通
信
員
＝
町
屋
南

分
会
】
５
月
16
日
、
国
立
劇
場

で
前
進
座
創
立
90
周
年
記
念
公

演
に
荒
川
支
部
か
ら
12
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

幕
開
け
は
狂
言
舞
踊
「
茶

壺
」
。
茶
壺

を

め

ぐ

っ

て
、
田
舎
者

と
盗
人
が
奪
い
合
い
、
問
答
を

繰
り
返
す
愉
快
な
演
目
で
し

た
。
狂
言
は
一
度
も
観
た
こ
と

が
な
か
っ
た
た
め
、
興
味
深
く

観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
演
目
は
「
た
が
屋
の
金

太
」
。

長
屋
を

舞
台
に

し
た
お

芝
居
で

し
た
。

長
屋
の

住
人
と

仇
討
ち

の
相
手

を
探
す

姉
弟
が

織
り
な

す
、
こ

ち
ら
も
愉
快
で
痛
快
な
お
話
で

し
た
。

久
し
ぶ
り
の
観
劇
で
し
た

が
、
や
は
り
お
芝
居
は
劇
場
で

観
る
の
が
一
番
だ
と
感
じ
ま
し

た
。【

鈴
木
裕
子
通
信
員
＝
荒
川

分
会
】
前
進
座
公
演
を
観
劇
し

ま
し
た
。

「
茶
壷
」
は
歌
舞
伎
と
能
が

土
台
に
あ
り
、
昔
の
歌
舞
伎
役

者
の
方
々
も
上
演
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
茶
壷
を
買
っ
た
田
舎

者
の
麻
估
六
と
ス
リ
の
熊
鷹
と

の
駆
け
引
き
で
、
熊
鷹
が
茶
壷

を
横
取
り
し
よ
う
と
す
る
物
語

で
す
が
、
代
官
が
仲
裁
に
入
り

茶
の
こ
と
を
聞
き
な
が
ら
田
舎

者
と
盗
人
が
一
緒
に
舞
い
踊
る

連
舞
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

交
互
に
踏
む
足
拍
子
の
間

（
ま
）
が
、
微
妙
に
目
や
耳
に

焼
き
つ
き
ま
し
た
。

「
た
が
屋
の
金
太
」
は
母
お

や
す
と
そ
の
日
暮
ら
し
の
連
中

が
住
む
棟
割
の
裏
長
屋
の
物

語
。あ

る
夕
暮
れ
刻
、
大
家
の
お

さ
き
が
み
ん
な
で
花
見
に
行
こ

う
と
言
い
出
し
ま
す
。
余
興
で

一
番
多
く
見
物
を
集
め
た
者
に

は
溜
ま
っ
て
い
る
家
賃
を
帳
消

し
に
す
る
上
、
酒
四
斗
を
出
す

と
言
い
、
み
ん
な
張
り
切
り
ま

す
。そ

の
長
屋
に
お
鶴
姉
弟
の
仇

捜
し
に
力
を
貸
し
て
い
た
金
太

は
仇
討
ち
の
趣
向
を
思
い
つ
き

ま
す
。
そ
し
て
花
見
の
最
中
、

本
物
の
仇
討
ち
の
相
手
に
出
く

わ
し
ま
す
。
て
ん
や
わ
ん
や
の

中
、
仇
討
の
相
手
も
捕
ま
り
、

四
斗
の
酒
も
楽
し
め
た
と
い
う

人
情
も
の
で
、
落
語
の
噺
か
ら

の
心
温
ま
る
話
で
し
た
。
家
賃

と
か
負
け
て
く
れ
る
大
家
さ
ん

が
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
劇
で
し
た

が
前
進
座
の
み
な
さ
ん
も
喜
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

【
磯
部
眞
佐
子
通
信
員
＝
荒

川
分
会
】
今
回
初
め
て
前
進
座

を
観
ま
し
た
。
と
て
も
面
白
か

っ
た
で
す
。

最
初
の
狂
言
「
茶
壷
」
は
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

世
話
物
の
「
た
が
屋
の
金
太
」

は
落
語
な
ん
で
し
ょ
う
か
、
と

て
も
楽
し
め
ま
し
た
。

次
回
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
観

に
行
き
た
い
で
す
。

( 4 )２０２１年６月１０日 第６３２号

(C)
2021

『
茜
色
に
焼
か
れ

る
』

次
か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ

る
理
不
尽
な
出
来
事
に
も
が

き
な
が
ら
、
懸
命
に
生
き
る

女
性
の
愛
と
希
望
を
描
く
作

品
。
「
舟
を
編
む
」
（
２
０

１
３
年
）
な
ど
国
内
外
で
高

い
評
価
を
得
る
石
井
監
督
が

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
「
こ

の
時
代
の
希
望
と
呼
べ
る
も

の
を
撮
り
た
い
」
と
メ
ガ
ホ

ン
を
取
り
ま
し
た
。

良
子
（
尾
野
真
千
子
）
は

７
年
前
、
理
不
尽
な
交
通
事

故
で
夫
（
オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ

ー
）
を
亡
く
し
、
中
学
生
の

息
子
・
純
平
（
和
田
庵
）
と

母
子
２
人
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。事

故
の
賠
償
金
を
受
け
取

ら
ず
、
施
設
に
入
所
す
る
義

父
の
面
倒
を
見
、
さ
ら
に
は

夫
が
よ
そ
の
女
性
と
つ
く
っ

た
娘
の
養
育
費
も
払
う
良

子
。
花
屋
の
バ
イ
ト
と
、
息

子
に
は
明
か
せ
な
い
夜
の
仕

事
を
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
懸

命
に
働
き
ま
す
が
、
息
子
は

い
じ
め
に
遭
っ
て
…
…
。
弱

者
ほ
ど
生
き
に
く
い
こ
の
時

代
に
、
そ
れ
で
も
生
き
る
理

由
を
問
う
話
題
作
で
す
。
５

月
21
日
か
ら
ロ
ー
ド
シ
ョ

ー
。

『茜色に焼かれる』

石井裕也監督・脚本・制作

て
い
ま
し
て
、
今
年
度
は
後
継

者
対
策
部
会
の
副
部
長
（
担
当

執
行
委
員
）
を
任
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

塗
装
業
も
夏
は
炎
天
下
の
下

で
の
作
業
な
の
で
き
つ
く
、
年

々
し
ん
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

【
田
村
高
広
通
信
員

＝
東
尾
久
１
分
会
】
こ

ん
に
ち
ゎ
！
今
年
、
副

分
会
長
に
な
り
ま
し

た
、
田
村
高
広
で
す
。

49
歳
、
塗
装
業
を
し
て

い
ま
す
。
前
年
度
ま
で

は
後
継
者
対
策
部
会
に
参
加
し

18
歳
か
ら
建
設
業
で
働
い
て

い
ま
す
が
、
最
初
は
と
び
職
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
雇
わ
れ
て

い
た
会
社
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
と
に
か

く
、
足
場
を
組
む
の
で
体
力
勝

負
で
し
た
。
30
歳
前
半
で
独
立

を
考
え
て
、
今
の
塗
装
業
に
転

身
し
ま
し
た
。

趣
味
は
何
と
い
っ
て
も
野
球

で
す
ね
。
23
歳
か
ら
24
歳
の
時

に
、
荒
川
区
の
草
野
球
チ
ー
ム

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
、
監
督

も
し
て
い
た
ん
で
す
。

分
会
長
の
小
熊
さ
ん
、
委
員

長
の
津
田
さ
ん
、
沢
山
の
方
と

出
会
い
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

し
て
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

組
合
の
行
事
も
ま
だ
ま
だ
、

分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す

が
、
協
力
出
来
る
事
に
は
し
て

い
き
、
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田村 高広さん（東尾久１分会） 57

■
中
島

敏
夫
さ
ん

４
月
30
日
逝
去

享
年
58

（
西
尾
久
・
土
木
）

中
島
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
組

合
活
動
歴

〇
支
部
加
入

１
９
９
２
年

4
月

28
歳

〇
２
０
０
１
年
～
２
０
０
４
年

厚
生
文
化
部
員

〇
２
０
０
５
年
～
２
０
１
２
年

分
会
長
・
執
行
委
員

〇
２
０
１
３
年
～
２
０
２
０
年

仕
事
対
策
部
員

〇
２
０
１
０
年
～
２
０
２
１
年

群
会
計

中
島
さ
ん
は
住
宅
デ
ー
や
拡

大
月
間
で
も
分
会
の
役
員
と
し

て
仲
間
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

■
立
木

正
義
さ
ん

４
月
15
日
逝
去

享
年
89

（
東
尾
久
１
・
塗
装
工
）

前進座

人
情
も
の
に

心
温
ま
る

ま
た
観
に

行
き
た
い

観劇した支部の仲間12人（上）と

舞台挨拶する前進座のみなさん

ラ
ス
貼
り
工
（
正
規
）

㈲
東
邦
テ
ク
ノ
（
荒
川
支

部
）☎

０
９
０-

３
０
８
２-

７
５

０
１防

水
工
（
正
規
）

大
内
工
業
（
北
支
部
）

☎
０
９
０-

２
６
４
０-

９
４

１
２現

場
管
理
（
正
規
）

㈱
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
足
立

支
部
）

☎
０
３-

５
９
５
９-

３
３
３

７

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
。
も
っ
と
勉
強
し
て
組
合
活

動
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す

田
村
さ
ん

田村さんが所属していた草野球チーム

創
立
90
周
年
記
念
公
演
「
た
が
屋
の
金
太
」
な
ど

支
部
か
ら
12
人
が
観
劇
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